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本  日  の  卓   話 

 ７月 ２３ 日 （水） 
｢太陽光発電してみて思ったこと｣ 
秋山 勤 会 員 

してロータリー財団に戻されます、この資金は人道的

プログラムとＧＳＥの支援に使われますが、手続きが

複雑でクラブ単位ではあまり使われていないようです。 
幸い当クラブはＷＣＳの長澤地区委員長のアドバイス

により、同額補助等の実績があります、今年度もこの

資金を十分に活用していきたいと思います。 
  
■例 会 記 録  

■幹 事 報 告          掛谷建郎幹事 第２１５３ 回例会  ７月１６日（水）晴       
１、 例会変更（北攝１１ＲＣの例会変更） ●ロータリーソング「 奉仕の理想 」斉唱  
千里メイプル： 7 /31、8 /14、 9/18,  10/16、  ●ビジターご紹介 
１/１、４/29   休会     ビジター受付なし  田中繁男君 （大阪ＲＣ） 
  

２、 ＲＩ及び２６６０地区連絡事項  
■会 長 の 時 間         簡 仁一会長 １）第１７回 JGFR東京大会の案内  

１１/10 (月)   於：府中カントリークラブ  準備を進めてきました「少年少女ニコニコキャンプ」

まで、あと１ヶ月を切りました、お陰様で登録につい

てはロータリアンは４００名を超え、子供たちも定員

の１００名に達しました。詳細については後ほど野田

実行委員長から説明があると思いますが、会員の皆様

のさらなるご協力をお願いいたします。 

２）JGFR福岡大会の案内   
１０/６（月） 於：古賀ゴルフクラブ 
 
３、 茨木市、他ＲＣよりの依頼事項 
１）台北西北RCより第 2570地区大会報告書、 
今年度役員リストとチャーターナイト 43 周年祝
賀会の案内    ９/２３（火）前夜祭、  

 話は変わりますが、当クラブから推薦しました、０

２－０３年度のＲ財団国際親善奨学生の山本奈朱香君

から近況報告の手紙が届きました、「８月末には帰国し、

茨木ＲＣに皆様にお会いできるのを楽しみにしてい

る」との事です。  

９/２４（水）夜 祝賀会 於：台北・晶華大酒店    
２）第５４回北攝地区RC親睦囲碁会の案内  
８/２４（日）10：00～17：00  
  於：箕面観光ホテル  会費：6,000円    皆さんご存じのように、ロータリー財団の寄付金は

３年間運用され、その５０％がＤＤＦとして地区に戻

されます、ＤＤＦは地区が教育的、人道的プログラム

に振り分けます。残りの５０％は国際財団活動資金と 

３）社会を明るくする運動「矯正施設慰問の案内」  
７/25 (金) 行先： 姫路少年刑務所 
４）茨木フェステバル全体会議資料 
５）茨木RAC７月例会案内    

■出 席 報 告 茨木フェステバル ７/26･27（土･日） 
 於：南グランド  第２１５３ 回例会 前々回（第２１５１ 回） 

会員数（免除） 出席 欠席 出席率 欠席 補正出席率 

 ３４ (12) 17 5 77.27 ％ 2 90.91 ％ 
 ロータリアンの参加をお願いします 
６）大阪大淀RCより記念誌「３０年のあゆみ」１冊 



■卓  話 
「年間計画報告」           各委員会 
 
◇インターネット・ コミュニケーション     

野口委員長 

方 針 
  インターネットを通じて会員相互のコミュニケーシ
ョンをはかりまたロータリーの情報収集をはかる 
計 画 
１．ホームページの充実 
２．Ｅ-メールの活用を促進する 
 
◇社 会 奉 仕            松尾委員長 
方 針 
 １．地域に貢献でき、又、多くのロータリアンが気楽
に参加できるような奉仕活動を広げていきたい。 

２．少年・RA委員会、ニコニコキャンプ委員会と協
力協調していく。 

計  画 
１． 今年度は、「ローターアクト年次大会」「少年少

女ニコニコキャンプ」のホストクラブに当って

いるため、これらの行事が成功を収めるように

協力する。 
２． 公共のための奉仕活動として、各種の地域活動

に積極的に参加する。 
３． 職業奉仕委員会と連携しての運営を考えていき

たい。 
 
◇青少年・RA           坂井正純委員長 
方 針 
  年齢３０才までの青少年の多様なニーズを認識し、

よりよき未来を確実なものとするために、彼等の生

活力を高め、地域社会への奉仕に貢献出来るように

援助指導する。 
計 画 
１．「ニコニコキャンプ」のホストにあたり、この期を 
利用し、RAC諸君を中心賭した青少年の「リーダ 
ーシップ」の養成を実践する。 
２．RAC年次大会ホストとして、大会を成功さすため
に、さらなる会員増強に力を注ぐ。 
３．RAC提唱クラブとして、RC会員に対し、より感
心を持ってもらえる様に多くの情報を提供する 

 
◇ニコニコキャンプ        野田委員長 
方 針 
委員会出は、下記のとおり、クラブを上げて２００３

~２００４年度ＲＩ２６６０地区「少年少女ニコニコ
キャンプ」を実施する。 
計 画 
主催：国際ロータリー第 2660地区 

ガ バ ナ ー  若林紀男 
    青少年活動委員長 北山孝和 
協賛：   同     ローターアクト 
ホスト：茨木ロータリークラブ 
会  長     簡 仁一 

     実行委員長    野田征夫 
開催日：2003年 8月 8日（金）～10（日）2泊 3
日 

会場： 茨木市立青少年野外活動センター 
      茨木市立西河原市民プール 
スローガン：「“ニコニコ・ワイワイ”豊かな自然の

中で体験をそして新しい友達を作ろ

う！」 
対象： 児童（小学 4年生~6年生） １００人 
    ロータリアン       １００人 
ローターアクトおよびリーダー ３０人程

度 
予算： ２８０万円 
その他：当日は、8月６日の例会を振替え、移動例会 
とします。また、事業終了後、児童の体験を 
含む活動報告書を作成。 

 
◇国 際 奉 仕             山口委員長 
方 針 
  昨年度ジョグジャカルタへ訪問したことことによ

り、市民の生活状態がよくわかり、まだまだ手助け

を必要としている事が実感し、WCS と協力し何ら
かの事業をやりたいと思う。 
計 画 

１． 台北西北の周年式典への参加 
２． 本年度もジョグジャカルタへ訪問 
３． 国際大会への参加協力 

 
◇米山奨学会               久保委員長 
方 針 
米山奨学事業は、ロータリーの理想とする国際理解

と相互理解に勤め国際親善と交流を深めるために優秀

な留学生を支援し世界平和の創造と維持に貢献するこ

とを目的としています。民間最大の奨学団体であるこ

とはもちろん単に奨学金を支給するだけではなく奨学

生に世話クラブとカウンセラー制度に支えられ心の通

った奉仕活動を実践することであります。 
計 画 
１．一人当たり 20，000円以上の寄付に努める 
２．米山奨学会準功学者、米山ファンドフェロー、米

山功労者の増員に努める 
 
◇ロータリー財団        橋本秀雄委員長 
方 針 
１．本年の地区目標である年次寄付は一人当り１２



０ドルの協力をお願いする 
 ２．ベネファクター1名以上をお願いする。 
 ３．奨学生の推薦につとめる。 
計 画 

  １1月のロータリー財団月間には、期間中

に例会プログラムを財団に当ててクラブ会

員に財団の意義と、そのプログラムへの認識

と理解を高めて寄付の増進に努める。 
井上直前ガバナー報告 
・ポリオプラスについては、1年間１人当り 70ドルを
目安に、73クラブ 271，273.09ドルの協力 
・地区からのＤＤＦによる 100,000ドル 
・地区大会当日募金箱 69,556円 
・ 大会運営費節約による 2,000,000円 
以上ポリオ撲滅のため寄付の結果、当初の目標額にほ

ぼ近い金額になりましたとのことです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・財団奨学生については、ＤＤＦのシェアが少なくな

り、今年度当地区 13名、再来年には 10名を切れる
様です。 
・平和奨学生は全世界で年間 70 名募集にます。地区
においては 1名しか推薦出来ません。緒方貞子さん
は、平和奨学生の 1人だそうです。 

 
◇G S E               長澤委員長 
方 針 
今年度としては、国際大会のため派遣及び来日はあ

りませんが、2004～2005年度は、IM第２組茨木RC
が委員長クラブとして１週間担当となります。 

 
 
■ニ コ ニ コ 箱                 久保副S.A.A 
※「ダメ。ゼッタイ。」麻薬撲滅国連支援募金 

                 ￥１８，

７００ 
本日計   １８，７００円 

  累 計  １１９，７００円 
 

■次 回 卓 話 

｢ 会員増強月間 ｣ 
             長澤利治委員長 

 
 

 


